
藝
道
具
彫
卜
混
雑
シ
テ
賤
ム
可
キ
彫
刻
法
卜
成
ル
ノ
憂
ナ
キ
ヲ
保
シ
難
シ

ア
ル
事
ナ
シ

シ
明
治
十
年
博
吃
會
等
へ
多
ク
出
品
シ
タ
リ
ト
雖
モ
一
ッ
ト
シ
テ
注
目
ス
ベ

東
京
美
術
學
校
長

岡

倉

覺

三

殿

雄眠

向

井

繁

太

郎

海加

野

勝

納

夏

道
具
彫
ノ
輩
モ
彫
刻
家
ヲ
尊
フ
所
ナ
リ

古
来
ョ
リ
道
具
彫
ノ
手
二
成
リ
テ
社
寺
佛
閣
等
ノ
装
飾
金
具
ノ
類
二
於
テ

意
匠
二
富
タ
ル
物
ア
リ
ト
雖
モ
一
ト
シ
テ
彫
刻
法
備
ハ
ラ
ズ
美
術
ト
シ
テ

見
ル
可
キ
物
ナ
シ
而
シ
テ
道
具
彫
等
ノ
為
ス
所
ハ
彫
刻
家
ノ
容
易
二
為
シ

得
ル
所
ニ
シ
テ
道
具
彫
ハ
之
レ
ニ
反
シ
彫
刻
家
ノ
為
ス
所
ハ
容
易
二
為
ス

能
ハ
ザ
ル
所
ナ
リ
且
ッ
彫
刻
家
ノ
門
二
入
リ
タ
ル
者
ニ
シ
テ
其
ノ
術
ノ
未

熟
ナ
ル
者
下
リ
テ
道
具
彫
鋳
掃
師
家
形
彫
爵
物
銹
等
二
移
職
セ
ル
者
多
シ

以
上
述
フ
ル
カ
如
ク
彫
刻
卜
道
具
彫
ト
ハ
大
ヰ
ニ
其
ノ
趣
ヲ
異
ニ
ス
ル
所
ナ

リ
然
ル
ニ
明
治
J

初
年
廃
刀
ノ
令
発
布
七
ラ
レ
シ
ョ
リ
以
後
装
姻
彫
刻
家
ハ

一
般
廃
業
ノ
有
様
ト
ナ
レ
リ
道
具
彫
置
物
錫
等
ハ
是
レ
ニ
反
シ
元
ョ
リ
家
具

装
飾
ノ
専
門
ナ
ル
カ
故
二
好
機
二
乗
、
ソ
一
時
盛
ソ
ニ
花
瓶
香
炉
置
物
等
ヲ
製

キ
者
ナ
シ
彫
刻
家
二
於
テ
ハ
其
ノ
趣
キ
ヲ
一
変
シ
諸
器
物
二
彫
刻
法
ヲ
應
用

ス
ル
ニ
至
リ
漸
時
進
歩
シ
テ
博
覧
會
共
進
會
等
二
製
作
出
品
セ
リ
然
ル
ニ
装

靱
彫
刻
家
ノ
製
作
二
係
ル
物
ノ
宜
得
道
具
彫
等
ノ
手
二
成
リ
タ
ル
物
二
買
興

是
彫
刻
法
ノ
規
矩
ア
ル
ト
否
ト
ニ
依
テ
然
ラ
シ
ム
ル
所
ナ
リ
妥
二
於
テ
其
彫

刻
二
差
ア
ル
事
明
瞭
ナ
ル
ハ
言
ヲ
侯
ス
然
レ
た
現
時
純
然
タ
ル
彫
刻
法
二
依

リ
彫
刻
シ
ッ
、
ア
ル
者
ハ
実
二
指
ヲ
掘
ス
ル
ニ
過
キ
ス
是
二
反
、
ゾ

普
通
工
藝

彫
刻
家
ハ
其
敷
幣
シ
キ
か
故
二
是
等
ノ
園
別
ヲ
判
然
ナ
ラ
シ
メ
サ
ル
時
ハ
彫

金
二
於
ケ
ル
本
意
定
ラ
ズ
図
案
等
モ
此
ノ
点
二
注
意
七
サ
ル
時
ハ
終
ニ
ハ
エ

本
校
ノ
如
キ
ハ
純
然
美
術
ノ
模
範
タ
ル
位
地
二
在
ル
ヲ
以
テ
右
ノ
点
二
判
然

罷
別
ヲ
要
ス
ル
ハ
勿
論
ナ
リ
故
二
前
述
ノ
次
第
ヲ
以
テ
工
藝
彫
刻
ク
ル
ト
美

術
彫
刻
タ
ル
ト
ノ
罷
別
明
瞭
ナ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
希
望
ス

工
藝
科
ノ
名
称
ヲ
削
除
ス
ル
事

前
述
ノ
如
ク
美
術
彫
刻
卜

工
藝
彫
刻
卜
匿
別
ア
ル
ニ
於
テ

ハ
本
校
ノ
工
藝
科

マ
マ

彫
金
卜
称
ス
ハ
甚
夕
遺
感
ト
ス
ル
処
ナ
リ
是
二
付
生
徒
モ
エ
藝
卜
称
ス
ル
ヲ

以
テ
賤
ム
如
キ
感
ア
リ
且
ッ
掠
裳
教
員
二
於
テ
モ
甚
夕
欲
セ
サ
ル
所
ナ
リ

併
シ
一
般
ノ
惚
称
工
藝
ニ
ア
ラ
サ
ル
者
ナ
シ
ト
雖
た
本
校
二
於
テ
ハ
箪
二
彫

金
料
ト
シ
エ
藝
ノ
名
称
ヲ
削
除
ア
ラ
ソ
事
ヲ
切
望
ス

明
治
廿
九
年
二
月
十
八
日

②

日
本
絵
画
協
会
創
立
と
本
校
日
本
画
教
授
陣
の
刷
新
強
化

本
年
三
月
二
十
日
、
岡
倉
校
長
は
日
本
青
年
絵
画
協
会
と
本
校
絵
画
科
卒
業

生
た
ち
と
を
合
体
さ
せ
て
日
本
絵
画
協
会
を
創
立
し
た
。
同
会
の
役
員
は
左
記

の
面
々
で
、
会
頭
に
公
爵
二
条
基
弘
が
、
副
会
頭
に
岡
倉
が
就
任
し
た
。

評
議
員

畑
仙
齢
、
尾
形
月
耕
、
大
出
東
皐
、
岡
本
勝
元
、
大
橘
雅
彦
、
梶

田
半
古
、
角
田
玉
明
、
高
橋
玉
淵
、
村
田
丹
陵
、
村
上
委
山
、
山

田
敬
中
、
松
野
霞
城
、
福
井
江
亭
、
小
堀
鞘
音
、
寺
崎
広
業
、
天

草
神
来
、
佐
竹
永
村
、
西
郷
孤
月
、
溝
口
宗
文
、
下
村
観
山
、
島
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崎
柳
嗚
、
菱
田
春
草
、
望
月
金
鳳
、
関
保
之
助

事
岡
本
勝
元
、
角
田
玉
明
、
山
田
敬
中
、
寺
崎
広
業
、
望
月
金

鳳
、
関
保
之
助

同
会
の
中
心
的
行
事
は
毎
年
春
秋
に
開
く
絵
画
共
進
会
で
、
本
年
九
月
か
ら

十
月
に
か
け
て
そ
の
第
一
回
が
開
か
れ
た
。
出
品
は
第
一
部
（
日
本
画
旧
派
）
、

第
二
部
（
西
洋
画
派
）
、
第
一
―
一部
（
日
本
画
新
派
）
に
分
け
て
行
わ
れ
た
が
、
特

に
第
一
一
一
部
は
上
記
の
若
手
有
力
画
家
た
ち
を
は
じ
め
、
京
都
の
新
進
画
家
た
ち

も
力
作
を
出
品
し
た
の
で
、
非
常
な
活
況
を
呈
し
、
日
本
画
革
新
派
の
旗
揚
に

相
応
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
な
お
、
第
二
部
に
は
黒
田
清
輝
率
い
る
白
馬
会
が

参
加
し
て
そ
の
第
一
回
展
を
開
催
し
た
。
し
か
し
、
黒
田
ら
は
岡
倉
路
線
に
組

み
込
ま
れ
る
の
を
避
け
て
、
次
回
か
ら
は
単
独
で
展
覧
会
を
開
く
こ
と
と
し
、

ま
た
、
第
一
部
に
出
品
し
た
旧
派
日
本
画
家
も
同
様
に
離
れ
た
の
で
、
日
本
絵

画
協
会
は
第
二
回
共
進
会
以
後
、
同
会
本
来
の
趣
旨
で
あ
る
と
こ
ろ
の
日
本
画

革
新
派
の
育
成
を
旨
と
し
て
作
品
展
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
絵
画
協
会
の
創
立
は
日
本
画
革
新
派
の
活
躍
舞
台
が
で
き
た
こ
と
を
意

味
す
る
が
、
岡
倉
校
長
は
同
会
を
創
立
し
た
だ
け
で
な
く
、

有
カ
メ
ソ
バ
ー
を
本
校
の
絵
画
科
や
図
案
科
に
採
用
し
、
日
本
画
教
授
陣
の
刷

新
を
図
っ
た
。
こ
れ
は
新
設
の
西
洋
画
科
と
の
対
抗
上
、
体
制
強
化
の
意
味
も

持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
（
二
十
九
年
当
時
）
、
絵

画

科

に

は

橋

本
・
川
端
両
教
授
の
ほ
か
に
狩
野
友
信
・
下
村
観
山
・
岡
本
勝
元
ら
助
教
授
が

い
た
が
、
こ

の
う
ち
狩
野
と
岡
本
が
辞
職
し
、
代
わ
っ
て
西
郷
孤
月
（
二
十
九

年
四
月
採
用
。
予
備
の
課
程
担
当
）
と
本
多
天
城
（
同
年
七
月
採
用
）
が
助
教
授
と

な
り
、
ま
た
、
横
山
大
観
（
五
月
採
用
）
も
助
教
授
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
同
年
十

一
月
に
は
五
ヶ
月
契
約
で
小
堀
鞘
音
（
絵
画
科
）
、
寺
崎
広
業
（
図
案
科
）
、
菱
田

幹

一
方
で
は
同
会
の

昌
と
は
め
で
た
し
／
＼

春
草
（
予
備
の
課
程
）
、
山
田
敬
中
（
美
術
工
芸
科
）

ら
も
嘱
託
と
し
て
採
用
さ

れ
、
絵
画
科
の
空
気
は
こ
れ
ま
で
と
一
変
し
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
若
手
教
官

は
絵
画
共
進
会
前
と
も
な
れ
ば
校
内
の
制
作
室
で
岡
倉
校
長
や
橋
本
雅
邦
の
指

導
の
も
と
に
競
っ
て
制
作
に
励
ん
だ
。

左
記
は
当
時
の
絵
画
科
に
関
す
る
消
息
並
び
に
回
想
で
あ
り
、
参
考
ま
で
に

揚
げ
て
お
く
。

0
美
術
界
の
消
息

先
日
ハ
洋
風
美
術
界
の
―
二
讀
者
へ
御
報
申
せ
し
と
こ
ろ
今
日
ハ
日
本
風
の

彼
是
消
息
可
仕
候

◎
住
吉
派
の
聾
家
と
し
て
知
ら
れ
た
る
山
名
貫
義
氏
は
、
是
迄
東
京
美
術
學

校
の
第
一
期
即
ち
古
き
と
こ
ろ
を
受
持
た
れ
候
に
此
程
辟
任
し
〔
二
十
八
年

十
二
月
ー
編
者
註
〕
此
部
も
橋
本
雅
邦
氏
の
監
督
に
蹄
し
候
由
此
事
少
く
も

同
校
の
意
需
を
知
る
に
足
る
様
存
．
せ
ら
れ
候

◎
先
月
の
日
本
籍
甕
協
會
展
覧
會
の
一
隅
、
同
所
に
お
顔
揃
へ
ら
れ
し
寺
崎

廣
業

・
山
田
敬
中

・
小
堀
鞘
音
三
氏
の
佛
霊
歴
史
甕
は
、
い
づ
れ
場
中
の
尤

物
な
ら
ぬ
ハ
な
け
れ
ど
、
其
後
稗
査
に
も
揃
つ
て
銅
賞
を
得
ら
れ
た
る
に
、

此
程
又
々
お
揃
ひ
に
て
美
術
學
校
の
嘱
托
教
師
に
聘
せ
ら
れ
、
寺
崎
氏
ハ
足

利
時
代
よ
り
徳
川
前
期
に
至
る
第
二
期
に
就
て
橋
本
教
授
を
助
け
、
山
田
氏

ハ
第
三
期
徳
川
後
期
の
新
ら
し
き
所
に
就
き
て
師
弟
の
間
柄
な
る
川
端
教
授

を
助
け
、
小
堀
氏
は
第
一
期
の
古
き
所
に
て
お
得
意
の
歴
史
聾
を
教
へ
居
ら

る
4

よ
し
、
此
三
人
前
世
如
何
な
る
宿
縁
に
や
、
何
も
彼
も
お
揃
ひ
の
御
繁

マ
マ

◎
美
術
學
校
の
卒
業
生
菱
田
一
―
―
男
雄
氏
は
、
昨
年
の
卒
業
成
績
展
覧
會
に
は
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寡
婦
の
園
を
出
だ
し
、
今
秋
の
縮
霊
協
會
に
は
四
季
の
山
水
を
掲
げ
て
一
等

褒
状
を
得
た
る
人
な
る
が
、
前
記
の
三
氏
と
共
に
同
校
に
入
り
て
嘱
托
教
員

と
な
り
、
豫
備
科
を
擁
任
せ
る
よ
し
、
洋
霊
科
に
は
藤
島
、
和
田
、
岡
田
の

三
氏
あ
り
、
岡
倉
校
長
に
ハ
昨
今
青
年
家
網
羅
策
を
も
講
ぜ
ら
る
A

と
相
見

え
申
候

◎
美
術
學
校
に
て
ハ
洋
齋
科
入
り
て
よ
り
件
の
天
神
さ
ま
然
た
る
制
服
は
梢

や
排
斥
せ
ら
れ
、
昨
今
ハ
着
る
も
着
ざ
る
も
殆
ど
勝
手
の
様
に
相
成
り
、
従

来
の
生
徒
も
此
『
天
稗
さ
ま
』
に
は
年
来
閉
口
致
居
候
も
の
と
相
見
へ

、
心

中
大
に
悦
び
居
候
趣
、
年
少
鋭
氣
の
學
生
が
件
の
道
服
は
誰
が
眼
に
も
感
心

致
さ
ず
、
追
て
は
之
を
時
偶
ま
の
證
服
と
為
し
、
平
生
は
彼
白
馬
會
員
の
徽

章
の
如
き
平
打
紐
に
為
す
や
の
説
有
之
候
〔
下
略
〕

（
明
治
二
十
九
年
十
二
月
十
七
日

『毎
日
新
聞
』
）

鳥
谷
幡
山
（
明
治
二
十
九
年
九
月
、
平
福
百
穂
と
と
も
に
絵
画
科
撰
科
第
二

年
に
入
学
。

三
十

一
年
、
い
わ
ゆ
る
美
校
騒
動
で
退
学
。
）
の
回
想

美
校
々
風
と
岡
倉
校
長

美
校
へ
入
学
し
て
驚
い
た
こ
と
は
、
私
を
町
絵
師
上
り
の
広
業
門
下
が
入

学
し
た
と
軽
蔑
し
な
が
ら
、
彼
等
―
二
年
生
を
通
じ
て
下
手
さ
加
減
は
呆
れ

マ
マ

た
者
だ
。
後
に
虎
描
き
の
小
川
友
郷
と
魚
描
き
の
橋
本
静
水
位
が
関
の
山
で

あ
っ
た
。
而
も
寒
い
時
は
火
鉢
を
擁
し
て
画
論
を
闘
は
し
て
大
気
烙
を
挙

げ
、
又
修
業
上
の
怠
慢
振
り
も
唾
棄
す
べ
き
で
あ
る
が
、
更
に
助
教
授
等
が

卒
業
間
際
の
生
徒
と
余
り
年
が
違
は
ぬ
か
ら
、
何
か
に
付
け
て
仲
の
悪
る
い

こ
と
で
あ
る
、
例
会
ば
春
草
と
孤
月
が
朝
夕
校
門
で
彼
等
と
出
会
す
と
、
性

〔
中
略
〕

マ
マ

分
か
は
知
ら
ぬ
が
、

一
人
が
何
ん
す
る
と
言
へ
ば
、

一
方
は
何
ツ
ニ
と
互
に

肩
を
釜
や
か
し
て
衝
突
す
る
無
様
さ
は
、
殆
ん
ど
下
町
職
人
風
情
の
喧
嘩
の

や
う
な
事
を
限
々
演
出
す
る
の
で
あ
っ
た
。

〔
岡
倉
先
生
は
〕
語
学
は
弟
の
由
三
郎
氏
（
紅
疇
這
g
戸
韮
噂
改
）
と

共
に
非
常
に
堪
能
で
、
外
人
と
の
話
は
自
由
自
在
で
殆
ん
ど
談
笑
の
間
に
交

は
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
而
も
躯
幹
長
大
威
風
堂
々

、
顔
面
は
支
那
帝
王
中

に
よ
く
あ
る
豊
頬
円
満
な
威
厳
あ
る
相
貌
で
、
世
に
稀
な
る
釣
上
っ
た
鳳
眼

は
笑
へ
は
児
女
も
親
し
み
、
怒
れ
ば
勇
者
も
潜
む
と
云
ふ
程
で
あ
っ
た
。
而

し
て
古
今
の
学
に
通
じ
仏
教
や
哲
学
に
も
精
は
し
く
詩
文
に
も
達
し
て
い

マ
マ

た
。
当
時
専
科
で
あ
る
私
は
時
偶
講
堂
で
美
学
の
講
義
を
聞
い
た
が
比
喩
対

照
等
に
も
妙
を
得
て
ゐ
る
。
今
記
憶
し
て
ゐ
る
の
は
彼
の
王
維
の
空
山
不
＞

見
＞
人
の
結
句
で
、
普
通
詩
人
な
ら
又
青
苔
の
上
を
照
す
と
云
ふ
の
を
原
詩

的
に
亦
照
青
苔
上
と
言
は
れ
た
の
が
、
如
何
に
も
詩
的
で
あ
り
余
韻
婿
々
た

る
も
の
で
あ
っ
た
。

〔下
略
〕

（
『
回
顧
六
十
年
』
鳥
谷
幡
山
。
昭
和
一
―
-
+
―
―
一
年
十
月
。
鳥
谷
画
房
）

（
明
治
二
十
九
年
三
月
三
十
日
発
行
）

③

卒
業
生
会
結
成

本
校
卒
業
生
の
団
体
と
し
て
は
保
有
会
が
あ
っ
た
が
、
明
治
二
十
九
年
一

月
、
岡
倉
校
長
の
指
示
に
よ
り
、
一
層
強
固
な
団
体
で
あ
る
卒
業
生
会
が
結
成

さ
れ
、
錦
巷
会
と
命
名
さ
れ
た
。
こ
の
問
の
事
情
は
『
錦
巷
雑
綴
』
第
七
巻

に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

〇
卒
業
生
會
の
新
年
會
、
過
る
一
月
十
一
日
在
京
の
卒
業
生

一
同
湯
島
天
神

境
内
魚
十
に
相
會
し
て
新
年
會
を
兼
ね
て
會
則
を
討
議
せ
ん
た
め
一
大
會
を
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